自然体験交流センター　活動展開例
	№

Ⅳ-３
	活動名
	仲間つくりゲーム
	対　　象
	小学生以上
	活動可能人数
	100人

	
	
	
	所要時間
	80分～180分
	活動場所
	多目的広場他

	準備物
	個　人・学　校
	セ　　ン　　タ　　ー

	
	なし
	活動に使う道具一式


	活　　動　　内　　容
	時間

（分）
	留　　意　　点

	１　仲間つくりゲームのねらいや内容を知る。


　
· 事前に4人～7人ぐらいまでのグループを作っておく。
２　アイスブレイクを行う。（時間がない場合には省略可）
· 簡単なゲームを行い、「知恵」を出す事、「勇気」を出す事、「協力」する事を体験する。

· いろいろな仲間と触れ合いながら、雰囲気を和らげる。

３　数種類のゲームを行う。

1 課題のルールを聞く。
2 グループで作戦を立てながら課題を解決する。

3 うまくいかない時には作戦を立てなおし、課題の解決に迫る。

· 小グループに分かれて活動する。
· 最大グループ数は１６とする。


４　振り返りを行う。

1 活動の感想などを一人一人が発表する。

2 協力するために大切な事について話し合う。
	10
20
各

活

動

約

30

分

20
	○３つの合言葉を話し、活動の意欲づけとする。
○振り返りを行う事を活動が始まる前に伝え、感想が言いやすいようにする。

○楽しい雰囲気でゲームに入れるようにする。
○中には危険な活動もあるので、安全面には十分注意する。

○今後の学校生活や社会生活に生かせる部分を考えさせるようにする。


仲間つくりゲームでは、小グループが一人では解決できない課題に対して、一人ひとりが持っている能力を出し合い、「協力」と「知恵」と「コミュニケーション」の合言葉のもとにその課題をグループで解決する活動です。望ましい社会性や問題解決能力・リーダー性などを育てるのに有効な活動です。





仲間つくりゲームの例（詳しくは次ページ以降参照）


パイプライン（小学校中学年以上）


ラインナップ（小学校中学年以上）


フラフープ（小学校中学年以上）


バケッツボール（小学校中学年以上）


目隠しトレイル（小学校中学年以上）


スパイダーネット（中学校1年生以上）


ウォール（中学校1年生以上）　等
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